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大分県 中津市立永岩小学校 全校生

【身近な容器で栽培しよう 1】 ～ 観察から環境問題への広がり ～

■ 実践のきっかけ :

昨年、露地栽培により台風等の影響を受けたため、今年は路地だけでなく、容器栽培にも取り組ん

だ。容器は、軽量で、かつ費用がかからないよう、学校にあるものを再利用することにした。

■ 実践概要 :

1)ペ ットボトル (2Lと 8L)を切って針金を通し、注ぎ日

を下にして、ハンギングにする。軽量化を図るため、底

石の変わりに発砲ステロールを砕いたものを入れてか

ら土を入れ、苗を植えつけた。通常は、フタを外してお

くが、教室に持ち込んで観察をする時はフタをして水が

こばれないようにした。

2)培 養土や肥料の袋を再利用し、底に数箇所穴を空け、

底石の代わりの砕いた発泡スチロールを入れ、鉢代わり

にした。朝顔の鉢にこの袋を入れると、底が安定しやす

く、土をたくさん入れることが出来る。



2007年度 カゴメ「凛々子」実践レポー ト 優秀作品

■ 実践によって得 られた成果 :

0学 校にあるものを再利用したことで、 トマトの生長についての学習だけでなく、ゴミの

減量化やリサイクルなど環境面についても考えることができた。

容器の軽量化により、条件の良い場所へ容易に移動することができ、日照や雨、風など

の環境によって生長に大きな差ができることがわかった。

ペットボトルの使用により、根の成長の観察ができた。

路地、ペットボトル、袋と、条件の違う栽培により、入る土の量や肥料、水やりの頻度

などに違いがあることがわかった。

■ モグモからのメッセージ :

土が入っていた袋の再利用だけでも簡単、便利で環境にも優しい方法だけど、発砲

スチロールを底石に再利用 したつていうのは面白いね !低学年でも簡単に持ち運

びができるし、根の様子もしっかり観察できて、いろんな学びにつながったね。ど

この学校や幼稚園でも実践できるオススメの栽培方法だよ !

永岩小では、苗の一部を鉢に植え替えて、学校区内のひとり暮らしをしているお年寄りの方に届けた

んだって。その後 「トマ ト大きくなってきたから、畑に植えかえたよ。」 「まっ赤なおいしいトマ ト

がたくさんできたよ。ありがとう。」と声をかけてもらって、みんなも嬉しかったんだって。地域と

の交流にも「凛々子」が役に立って、ボクもうれしかったよ !
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